
I.食品健康影響評価

参照に挙げた資料を用いて農薬「シアゾファミド」の食品健康影響評価を実施 し

た。
14cで標識 したシアゾファミドを用いた動物体内運命試験の結果、ラットにおけ

る血液中濃度は単回投与 025～ 050時間後に Cmaxに 達し、Tv2は 44～ 116時間

であった。吸収率は、低用量群で 532～ 838%、 高用量群で 41～ 59%で あった。

投与 168時間後の組織内濃度は腎臓及び肝臓において比較的高濃度であった。主要

代謝物は、尿中では G、 H及び I、 胆汁中では Gであつた。主な排泄経路は、低用

量群で尿中、高用量群で糞中であった。投与後 24時 間の尿及び糞中に 90%TAR以
上がツト泄された。
MCで標識 したシアゾファミドを用いた植物体内運命試験の結果、シアゾファミ

ドは トマ ト、ばれいしょ及びぶどう体内で一部代謝され、主要代謝物は B及び K
であつた。

果実、野菜等を用いて、シアゾファミド及び代謝物 Bを分析対象化合物とした作

物残留試験が実施された。シアゾファミドの最高値は、最終散布 3日 後に収穫 した

ほうれんそ うの 16 3 mgttgで あった。Bの最高値は、最終散布 3日 後に収穫 した

ほうれんそ うの 046 mg/kgで あった。Bは、ほうれんそう及びこまつなでシアゾ

ファミドの 2～3%程度検出された以外は定量限界未満又は 01 mg/kg未 満であっ

た。

各種毒性試験結果から、シアゾファミド投与による影響は、主に腎臓 (重量増加、

尿変化等)に認められた。発がん性、繁殖能に対する影響、催奇形性及び遺伝毒性

は認められなかつた。

各種試験結果から、食品中の暴露評価対象物質をシアゾファミド(親化合物のみ )

と設定 した。

各試験における無毒性量及び最小毒性量は表 20に示されている。

γJこ ) 最小毒性量

表 20 各試験における無毒性量及び最小毒性量

動物種 試 験
投与量

(mg/k賢 体重/日 〉

無毒性量

(mgよ g体重/日 )

最小毒性量

(mgよg体重/日 )

備考 D

ラッ ト

90 日間

亜急ぎlt

毒性試験

雄 :0、 10、 50、 500、 5,000

ppm
雌 :0、 50、 500、 5,000、

__型 ρ∞ ppln_____
雄 :0597、 291、 295、 295

雌 :330、 333、 338、 1,360

雄 :295
雌 :333

雄

雌

雄 :尿 中タンパク量の

1曽力日等

雌 :腎比重量増加

2年間

1曼 性毒性/

発がん性

併合試験

雄  : 0、 10、 50、 500、 5,000

ppm
雌  : 0、 50、 500、 5,000、

2Q∞Qpplll______― ―
雄 : 0、 0336、 168、 171、

171

雌 :0、 201、 202、 208、 856

雄

雌

17、 1

202

雄

雌

雌雄 :腎比重量増加等

(発 がん性は認められ

ない)

2世代

繁殖試験

0、 200、 2,000、 20,000 ppnl

P雄 :0、 95、 942、 958

P雌 :0、 134、 134、 1,340

Fl雄 10、 89、 892、 936

Fl雌 :0、 137、 138、 1,400

親動物

P雄 1958
P'唯 :134
Fl雄 :936
Fl雌 :138

児動物

Fl雄 :942
Fll唯 1134

F2雄 :892
F21唯 :138

親動物

P雄 :一

Pl唯 :1,340

Fl雄 :一

Fll唯 :1,400

児動物

Fl雄 1958

Fl雌 :1,340

F2雄 1936
F211t:1,400

親動物

雄 :毒性所見なし

雌 :平均体重低下

児動物

雌雄 :平均体重低値

(繁 殖能に対する影響

は認められない)

発生毒性

試験

0、 30、 100、 1.000 母動物及び胎児 :

1,000

母動物及び胎児 : 毒性所見なし

(催奇形性は認められ

ない)

マウス 18カ 月間

発がん性

試験

0、 70、 700、 7,000 ppm

雄 :0、 95、 948、 985

雌 :0、 122、 124、 1,200

８５

　

，

２０

雄

雌

一　

一

雄

雌

毒性所見なし

(発 がん性は認められ

ない)

ウサギ
発生毒性

試験

0、 30、 100、 1,000 母動物及び月台児 :

1000
母動物及び胎児 : 毒性所見なし

(催奇形性は認められ

ない)

イ ヌ 90 日間

亜急性

毒性試験

0、 40、 200、 1,000 雄

雌

1,000

1,000
一　

一

雄

雌

毒性所見なし

嘲蜘識

0、 4、 200、 1.000 雄

雌

1,000

1,000

雄

雌E:一

毒性所見なし

でき/

1)備考に最小毒性量で認められた所見のlFI要 を示す。
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食品安全委員会は、各試験の無毒性量の最小値がラットを用いた慢性毒性/発がん

性併合試験の 171m♂贈体重/日 であったので、これを根拠として、安全係数 100

で除した0 17 mg/kg体 重/日 を一日摂取許容量 (劇DI)と 設定した。

AD1        0 17 mg/kg体 重/日

(月DI設定根拠資料)慢性毒性ノ発がん性併合試験

(動物種)     ラット

(期 間)      2年 間

(投与方法)    混餌

(無毒性量)    171 mg/kg体重/日

(安全係数)    100

<別紙 1:代謝物/分解物略称>

記号 略 称 化学名

B CCIM 4-chloro' 5-p'tolylimidazole' 2-carbonitrile

C CCIM‐ ANI 4'chloro' 5-p-tolyiimidazole-2'carboxamide

D CHCN 4-chloro'5'(4-hydroxy'rnethylphenyl)i midazolo'2'carbonitrilc

F 5 CGTC 5'chloro- 1 -B-D-glucopyranosyl-4 -p-tolylimidazole -2-carbonitrile

G CCBA 4' (4 -chloro'2'cyanoim idazole-5-yl)bcnzoic acid

H CH3SO‐ CCIM 4-chloro' 5- [F-(methylsulfi nyl)-p-tolylJimidazole -2 -carbonitrile

I CH3S02‐ CCIM 4 -chloro' 5- [g- (methylsulfonyi) -p-tolylJimidazole'2'carbonitrile

J CTCA 4-chloro- 5-p- tolylimidazole' 2'carboxylic acid

K CCTS 6'(4'chloro-2'cyanoimidazol-5-yI)'rt4,Al dimethyl- rz'toluene sulfonamide

L CDTS 2-cyano-{.Aldimethyl' 5'p'tolylimidazole -4'sulfonamide

M HTID 5-hydroxy- 5-p-tolyl'2, 4'imidazolidinedion

U丼 DNISA dimethyisulfamic acid

体内、土壊中及び水中において、親化合物からBへの代謝過程で生成されることカ

推察される推定代謝物。



<別紙 2:検査値等略称>
略 称 名 称

有効成分量 (active ingredient)

Cmax 最高濃度

CNIC カルボキシメチルセルロース

LCso 半数致死濃度

LD" 半数致死量

ⅣIC メチルセル ロース

PHI 最終使用から収穫までの日数

RBC 赤血球数

T俎 総投与 (処理)放射能

T Chol {#3 V 7t t1*)V

TG トリグリセ リド

Tma 最高濃度到達時間

T172 半減期

TRR 総残留放射能

<別紙 3:作物残留試験成績 (国 内)>
作物名

I栽培形態]

(分析部位)

実施年

試験

圃場数

使用量

億a1/11a)
嗽
０

Ｈ‐
的

残留値(mg/kJ

ンアゾフアミ ト

最高値 平均 値 最高値 平均イ直

ノjヽ 麦
[露地〕(玄麦)

2000‐ 2001左早
4 94～ 106 3

117
187
239
244

く001
く001
く001
く001

く001
く001
く001
く001

く001
く001
く001
く001

くl101
く001
く001
く001

隧 地〕(乾燥子実)

2004年
2 188-235 3

6‐ 7

14
21

006
004
001

げ
０３
げ

０

０

０

く00
く00
く00

瞬地罐漠子ガ
2003生F

14-19 4

７

１４

２ ‐

002
002
く001

002
001
く001

く00
く00
く00

く00
く00
く00

ばオtい しよ
[露地〕(塊茎)

1998、  2003生
「

4 94-188 4

７

１４

２‐

く00
<00
く00

く001
く001
く001

′まれいしよ
〔露地〕(塊茎)

2006年
2 88-94 4

３

７

１４

く001
く001
く001

く001
く001
く001

たいこん
[露地](根部)

2004年
71-94

３

７

‐ ４

く001
く001
く001

く001
く001
く001

く00
く00
く00

動麟｝痺
ひ副
２００

71-94
３

７

１４

430
258
175

005
001
002

力ゝ́S
I施設](根部)

2004年
71-94 3

３

７

１４

009
006
003

005
004
002六

<00
く00
く00

く001
く001
く001

ぶ蜘作
か剛
２００

2 71-94 3

８
７

Ｍ

149
115
578

008
006ヤ
004★

盪 饉 )

2000、  2003生F

2
0 4 ga1/1・ ,レ

+141 5

012
005
004

く001
く001
く001

2 +R鰹‰
+94-141

5

015
008
003

く00
く00
く00

く00
く00
く00

はくさい
[露地〕(茎葉)

2003年
2 +比留ど‰

+94-141
6

015
008
003

く001
く001
く001

′よくさい
[露 地〕∈菜
2竜ちゅ去

'007生

2 十1キ 1島fy:際
+94

6

３

７

１４

074
030
019

が
‐５
は

０

０

０

く001
く001
く001

盪 勒 )

2001生F
2 0 4 g aL7株 1

く001
く001

く001
く001

く001
く001

く001
く001

キャベツ
[露地l

(葉球の芯を除去
したもの)

2006年

2 +R[R∫為株
+376～ 118

３

７

１４

015
013
004★

く001
く001
く001

く001
く001
く001

こまつな
〔施設I(茎葉)

2002年
47～ 71 3

926
764

015
018

006'
006`

みずな
l露地](茎葉)

2003年

3
7



作物名

〔栽培形態]

(分析部位)

実施年

試験

圃場数
41_用 量

(g al lla)

回数

(回 )

Ｈ‐
的

Ｐ

＜

残留値(mg77kgl

シアゾファミド B

最高値 平均 値 最高値 平均値

随設l毬欝

'00RttE

3
004
003

002'
001・

[露地](花奮)

2002年

0 4 g a1/fル
+94

６
７

Ｍ
014
00R

υ U6
001
く001

υ υZ^
001=
く001

畑わさび
[施設](茎剰

2003左F
2 2

７

１４

637
516

¨̈叫
2 2

７

１４

072
068

糀、魁 結
2007年

2 94～ 141

３

７

１４

０

０

８

747
681
412

[露地]

(花奮を含む茎葉)

2007在F

2 94～ 188

３

７

１４

1 17
053
014

朋
２７
げ

０

０

０

レタス
【露地〕(茎葉)

20054F
2

３

７

１４

く

＜

く

く001
く001
く001

嗜申叫
2 71-94 3

３

７

１４

517
438
027

リーフレタス
〔露地](茎葉)

2005年
2 61-94 3

３

７

１４

237
115
029

[赫纏 )

2000年
2 4

７

１４

２ ‐

く001
く001
く001

く

く

く

躍13窪葉)

2003年
2 4

３

７

１４
００２００１側

001*
001★
く001

わけぎ
[露地](茎来)

2006年
2 3

３

７

１４

米 ′こま イよで

[施設〕
(葉及び鱗茎)

2004年

56-71 4

３

７

１４

129
113
078

みつば
[施設](茎葉)

2005年
2 2

３

７

１４

357
3 13
144

275
242
132

トマ ト
[施設](果実)

1998年
4

001業
001★
001・

い］叫
）雌
００３、

188-282 4

100
100
088

078
072
056

く001
く001
<001

ビーマン
[露地](果ガ

20014F
4

084
023
014

０

０

く０

001*
001★
く001

7ょヮ
I施設](果実)

2003年
4

２
・

０２

υ
０

０

υ Uυ

007
001決

く001
く001

作物名

[栽培形態]

(分析部位)

実施年

試験

圃場数

使用量

(g allllla)
嗽
①

Ⅲ
ｍ

残留値(mg/kg)

シアゾファミド B

最高値 平均 値 最高値 平均値

し し こ フ

腕 設〕(果実)

2004年

υ

０

０ 囲晰“
[施設](果 実)

2004‐ 200ヽ4=
4

と ,か う し

〔施設](果実)

2006年
2

υ bυ

040
0,ヽ

きゆつり
[施設](果実)

1998年
2 4

U Z6
020
007

010
004*

く00
く00
く00

す し功 ゝ

〔施設](果 内)

2001をF
2 188-205 4 く00

く00
く001
く001

く001
く001

く00
て00

メロン

[施設](果 実)

1998年
2 4

く
　
く
　
く

く00
く00
く00

とうかん
【露地](果実)

2006年
2 2

U UZ
く001
く001

Ｗ
Ｏ‐

０．

０

く０

く０

ほうれんそう
[露地〕(茎剰

2002年
2 63～ 71 3

974
918

017
015

しよ ,か
〔露地](塊茎)

2003年
5,640 3

021
024
015

鵬
け
ば

ｕ

０

０

く001
く001
く001

楽
協晶』

か
(根茎及び茎)

2006年

5,640

６

‐４

３０

４５

065
049
038

えによの
[露地](さ や)

2004年
2 141^ν 188

６

７

‐４

Z Z6
243
147

118
119
069

002
002

みよつか
〔施設](花穂)

2003年
5,640 3

６

７

１４

Ю
６２

‐５

６

０

０

０８

０２

０‐

０

０

く０

おかひ しき
〔施設l(茎葉)

2004年
2

０

７

‐４

温 り1‖ み か ん

[施設](外果皮)

,003生ニ
2 3

１

７

‐４

174
167

υ υb^
005・
005*

温 川 今 か ん

[施設I(果 内)

2003年
2 3

１

７

１４

022
021

010
008
007士

く001
く001

く001
く001
く001

具 み か ん

[露地](果実)

20034ニ
l 3

１

７

１４

048
043 ,/

レモン
[露地](果実〉

20034F
2 3

１

７

１４

205
154
150

003
003
0035

つたり
[露地](果実)

,004生
1 235 3 7 く002

くrl o,

刀`ヤまワ
[露地](果実)

2004年
1 3

■

７

１４

U60
025
018

υ60
025
018

くυ υZ
く0102
く002
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作物名

[栽培形態]

(分析部位)

実施年

試験

圃場数

使用量

(g al lla)

回数

(回 )

Ｈ‐
的

残留値(mg/kg)

シアゾファミト B

最高値 平均値 最高値 平均イ直
いうこ

[施設1(果実)

2003年
2 1:臨 :喘潔 4

Л
２５

・

υ
０

０

{り 12‐

009・

く001
く001
く001

く001
く001

[施設](果実)

1998年
2 282 3

小粒ぶどう
♭L設1(果実)

1998年
2 282 3

Ⅸ際件
」副２００

3

に 未 満 を含 むデ ー タ の平 均値 は定 量 限界値 し を

した。
・剤型はすべて水和剤を用いた。
・すべてのデータが定量限界未満の場合は、定量限界値の平均にくを付して記載した。
・代謝物 Bの分析値はシアゾファミドに換算して記載した。
・試験圃場数の括弧内の値は、シアゾファミドと値が違う場合のBの試験圃場数の値。
・複数の試験機関で定量限界が異なる場合の最高値は、大きい値を示 した (例 えば A機関で 0006

検出され、B機関でく0008の 場合、く0008と した)。

<別紙 4:作物残留試験成績 (海外)>

した。
・斉」型はすべて水和剤を用いた。
・すべてのデータが定量限界未満の場合は定量限界値の平均にくを付して記載した。

・代謝物 Bの分析値はシアゾフアミドに換算して記載した。

作物名

[栽培形態]

(分析部位)

実施年

使用量

(g aVha)

試

験

圃

場

数

回数

(回 )

Ⅲ

的

残留値(mg/kg)

シアゾファミド B

最高値 平均 値 最高値 平均値

さゆつリ
〔露地](果実)

1999年
米国

276 6 6
く001
<001
004

く001
く001
001贅

く010
く00
く00

く001
く001
く001

べはかはらや
I露地〕(果実)

1999年
米国

276 5 6
002
001
001★

く00
く00
く00

く001
く001
く001

マスクメロン

I露地1(果実)

1999年
米国

276 6
002
001
001★

く

く

く

て

く001
く001
く001

眺蜘
準

し副
２００

168-179
(1回 、土壌散布)

165-186
(4回 、散布)

4 004b く00
15

―
―

5 ―~ くOU

l

ｏ
‐４

２‐

器

U U44
0026
0021
0023

く00
く00
く00

l

′

‐５

２。

２９

パパイア
味 実)

2006年
〈不llB) 1 4

●

６

９

１２

・５

‐８

２‐

U Ub
009
010
010
005
006
007

は して



く別紙 5:推定摂取量>

作物名
残留値
(mg/kJ

国民平均

(体重153 3 kg)

小児 (1～ 6歳 )

(体重:15 8 kg)

妊婦

(体重:55 6 kg)

高齢者 (65歳以 L)

(体重 154 2 kg)

ff

θ″0
摂取量
01ιVD

」
0″日

摂取量
(′めVD

ff

eヵo
摂取量
(μ」央D

∬
敬

摂取量
6′″″0

大豆 003 561 168 337 101 455 137 588 176
Jヽ豆類 002 003 001 000 005

大根蝶 ) 430 946 1462 387 215
かぶll■ ) 005 013 004 021
かぶ(葉 ) 517 2585 11 5687 1551 0「D17

はくさヽ 294 764 103 268 219 569 317 824
キャベツ 015 228 342 229 344 199 299
こまつな 604 1208 966 2597
き ょ うな 334 100 033 033 100

チングンサイ 084 14 118 025 1 160
はなやさい

(プ ロッコリー)

027 122 076 467 1261 111

その他の

アプラナ科野菜
747 1569 224 149 2316

レタス 2318 2432 1596
たまねぎ 105 0945 189 0105 0105

ね ぎ 055 113 622 248 451 115 633
ワケギ 12 024 01 012 012 036
みつば 275 055 028 028 055
トマ ト 078 243 1895 169 1318 245 1911 189

ピーマン 026 114 19 049 096
ナ ス 009 036 008 030 051

その他の

なす科野菜
058 012 01 006 006 017

きゅうり 015 163 245 123 152 166 249
その他の

うり科野菜
001 0014 0046 0002

ほうれん草 974 187 18214 101 9837 174 16948 217 21136
し ょ 118 071 024 083 083
えだまめ 119 012 012 012 012

その他の野菜 126 5166 3977 3936 122 5002
みかん 010 416 416 354 354 458 426 426

なつみかん 044 004 004 004
レモ ン 118 035 024 035

その他の

かんきつ
106 042 011 011 064

イチゴ 012 004 005 001 004
ブ ドウ 366 2123 10 16 586 1391

その他の果実 029 1 131 1711 14 0406 17 0493
みかんの皮 1:92 01 019 019 01 019 019

合計 / 41723 / / 33638 / 44520

ま てい る使 用 時 期 に 区 の の

三瑠場 ;馨異場登ビ争λ鑓 な慧螢夕をしそffZifFξ藉[R景だ度全醗の高い小

:i][[獅]奉山壻勒輻ι       ]〔][
たため、摂取量の計算はしていない。

・端数処理により合計は一致しない。

照 男」紙 3及び 4)。

「ff」 :平成 10～ 12年の国民栄養調査 (参照 87～ 89)の 結果に基づく食品摂取量 (g/人 /日 )
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